
「
お
外
で
遊
び
た
い
」

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

か
ら
1
月
半
ほ
ど
経
っ
た
2
0
1
1
年
4
月

末
。
福
島
県
内
の
あ
る
幼
稚
園
で
、
せ
つ
な

い
光
景
を
目
に
し
た
。

桜
が
満
開
と
な
っ
た
そ
の
日
、
幼
稚
園
で

は
、
事
故
後
は
じ
め
て
子
ど
も
た
ち
を
園
庭

に
出
し
、
桜
の
木
を
背
に
記
念
写
真
を
撮
影

し
た
。
桜
の
木
の
下
で
の
記
念
写
真
は
30
年

来
の
恒
例
行
事
。
桜
が
散
る
前
に
ど
う
し
て

も
撮
り
た
か
っ
た
と
園
長
は
い
う
。

写
真
撮
影
を
終
え
る
と
、
先
生
は
即
座
に

子
ど
も
た
ち
に
マ
ス
ク
を
つ
け
、
埃
を
払
っ

て
園
内
に
押
し
込
ん
だ
。
す
る
と
一
人
の
女

特集	東日本大震災から4年
�
3面・8面	 YWCAの被災者支援活動
4〜5面　		 料理研究家・枝元なほみさんインタビュー
6〜7面　		 YWCAフェスタ in 沖縄 

の
子
が
そ
れ
に
抵
抗
し
た
。

「
お
外
で
遊
び
た
い
」

先
生
は
や
さ
し
い
声
で
「
今
は
ダ
メ
な
ん

だ
よ
」「
ご
め
ん
ね
」
と
声
を
か
け
た
が
、

女
の
子
は
す
ね
て
後
ろ
を
向
い
て
し
ま
っ
た
。

一
番
、
か
ら
だ
を
動
か
し
た
い
育
ち
盛
り

の
子
ど
も
た
ち
。
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
、
一

歩
も
外
に
出
ら
れ
ず
、
屋
内
で
過
ご
さ
ざ
る

を
得
な
い
日
々
を
送
っ
て
い
る
。
何
と
も
言

え
な
い
思
い
が
こ
み
上
げ
て
き
た
。
持
参
し

た
放
射
線
測
定
器
は
、
1
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト
を
超
え
て
い
た
。

あ
れ
か
ら
4
年
|
。

自
然
減
衰
や
除
染
な
ど
に
よ
り
、
放
射
線

量
は
半
分
以
下
に
低
減
し
た
。
し
か
し
、
子

ど
も
た
ち
の
生
活
は
元
に
戻
っ
て
い
な
い
。

除
染
を
終
え
た
園
庭
や
校
庭
で
は
遊
べ
る
も

の
の
、
通
学
路
な
ど
に
は
ま
だ
線
量
の
高
い

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
が
点
在
し
て
い
る
。
道
草

を
し
て
道
端
の
ペ
ン
ペ
ン
草
を
む
し
っ
た
り
、

ダ
ン
ゴ
ム
シ
を
捕
っ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
目
に
見
え
な
い
放
射
性
物
質
の
汚
染

白石　草
Hajime Shiraishi

p r o f i l e

早稲田大学卒業後、テレビ局
勤務などを経て、2001年に非
営利のインターネット放送局
「OurPlanet-TV」を設立。マス
メディアでは扱いにくいテーマ
を中心に番組を制作配信する
一方、映像ワークショップを展
開し、メディアの担い手作りに
取り組む。一橋大学大学院地
球社会研究科客員准教授。
3.11以降の原発報道に対し、
2012年「放送ウーマン賞」ほ
か各賞を受賞。主著に『ルポ・
チェルノブイリ28年目の子ども
たち〜ウクライナの取り組みに
学ぶ』『メディアをつくる〜「小
さな声」を伝えるために』（岩
波ブックレット）ほか。

OurPlanet-TVのウェブサイト	
http://www.ourplanet-tv.org/

「
子
ど
も
時
代
」を
奪
っ
た

原
発
事
故　

今
、試
さ
れ
る
大
人
の
覚
悟

日本YWCAの使命（ミッション）
イエス・キリストに学び、共に生きる世界を実現する
世界の人 と々共に人権・平和・環境の問題に取り組む

第31総会期主題
平和を実現する人々は幸いである－マタイによる福音書5章9節

日本ＹＷＣＡビジョン２０１５
（1） ・非核・非暴力により平和を実現する
 ・平和憲法をまもり、世界に広める
 ・原発のない社会をつくる
 ・市民レベルで東北アジアの信頼関係を築く　
（２） 女性と子どもの権利をまもる
（３） 若い女性のリーダーシップを養成する

The Young Women's 
Christian Association

www.ywca.or.jp

「ホームステイ先ではまるで我が家のように心温まるおもてなし
をいただいた」
「子どものためにここに来たけれど、私自身もこの環境と温かい
おもてなしに癒された」
「大学生も子どもたちとよく遊んでくれた。自分たちのために
日々を費やしてくれたことに驚きを感じた」
「普通の生活を思い出させていただいたことに感謝。私たちに
とっては『普通の生活』こそが『非日常』なのです」

発行所　公益財団法人日本YWCA　〒101-0062　千代田区神田駿河台1-8-11　東京YWCA会館302号室
Tel. 03・3292・6121　　Fax.03・3292・6122　　office-japan@ywca.or.jp　　www.ywca.or.jp

YWCAは、3.11に
生まれた子どもたちが

20歳になるまで支援を継続します。
皆様のご協力をお願いいたします。

銀行振込　
三井住友銀行　飯田橋支店（店番888）
普通預金　口座番号　1198743
（口座名義）　公益財団法人	日本YWCA

コウエキザイダンホウジン　
ニホンワイダブリユーシーエー

郵便振替　
00170-7-23723
（加入者名）　　公益財団法人日本YWCA

インターネット募金
ht tp://kessai.canpan.info/org/
ywcaofjapan/

＊「被災者支援募金」とお書
きください。

＊	領収書・寄付控除の書類を
お送りするため、ご住所と
お名前をお知らせください。

旬な情報発信しています メルマガ登録　 y-net@ywca.or.jp　にお名前を送ってください ／ フェイスブック　www.facebook.com/YWCAJapan

メールにてご意見・ご感想をお寄せください。今後の紙面づくりの参考にさせていただきます。 office-japan@ywca.or.jp　 無断での複写・転用・転載はご遠慮ください。

編集発行人 石井摩耶子／偶数月1日発行

東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
募
金

木
村
浩
子　

堀
江
宣
子　

小
宮
山　

栄

青
木
浩
子　

青
木
恵
子　

新
川
美
惠
子

杉
山
知
子　

石
川
松
子　

小
野
田
照
代

宋　

富
子　

俵　

恭
子　

山
本
貴
美
子

藤
井
初
子　

天
野
文
子　

久
宗
百
合
子

中
尾
廣
美　

松
川
ゆ
か　

鎌
原
惠
子

秋
枝
蕭
子　

寺
沢
京
子　

塩
尻
和
子

地
球
っ
こ
く
ら
ぶ
・
善
隣
館

シ
オ
ン
幼
稚
園　

大
森
ル
ー
テ
ル
教
会
付
属
幼
稚
園

関
西
学
院
宗
教
活
動
委
員
会

東
洋
英
和
女
学
院
中
学
高
等
部
母
の
会

と
わ
の
森
三
愛
高
生
徒
教
職
員
ご
一
同

大
阪
女
学
院
中
学
・
高
等
学
校
宗
教
部

普
連
土
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
宗
教
委
員
会

横
浜
英
和
学
院

女
子
学
院
高
等
学
校

学
校
法
人
玉
川
聖
学
院

活
水
中
学
校
・
高
等
学
校　

尚
絅
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校

広
島
女
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校

ル
ー
テ
ル
学
院
中
学
・
高
等
学
校

旭
川
星
光
伝
道
所 

清
水
真
理

長
崎
平
和
記
念
教
会 

女
性
会

日
立
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
日
曜
学
校

愛
知
聖
ル
カ
教
会

聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
会　

日
本
基
督
教
団
平
安
教
会

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
都
島
教
会

日
本
聖
公
会
宮
古
聖
ヤ
コ
ブ
教
会

日
本
基
督
教
団
代
々
木
上
原
教
会

日
本
基
督
教
団
ひ
ば
り
が
丘
教
会

日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
日
野
神
明
キ
リ
ス
ト
教
会

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団 

西
千
葉
教
会

東
京
平
和
教
会
（
駒
込
チ
ャ
ペ
ル
）

公
益
財
団
法
人
横
浜
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ 

ク
リ
ス
マ

ス
を
祝
う
会
参
加
者
一
同

公
益
財
団
法
人
福
岡
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

一
般
財
団
法
人
名
古
屋
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

浦
和
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

静
岡
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

公
益
財
団
法
人
神
戸
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

一
般
財
団
法
人
呉
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

匿
名

世
界
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
総
会
派
遣
募
金

雀
部
真
理　

俵　

恭
子　

俣
野
尚
子

日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
指
導
者
養
成
寄
付
金

俵　

恭
子

（
2
0
1
4
年
12
月
21
日
〜
2
0
1
5
年
2

月
20
日
現
在 

敬
称
略
）

賛
助
費

和
田
崇
子　

本
田
恭
子　

木
下
由
美
子

俵　

恭
子　

藤
井
初
子　

赤
石
め
ぐ
み

岩
崎
妙
子　

浦
和
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

ピ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
ズ
募
金
（
平
和
を
創
り
出

す
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
養
成
）

武
谷
妙
子　

俵　

恭
子　

松
崎
知
惠
子

内
藤
文
枝　

藤
井
初
子　

小
池
与
之
祐

島
田　

進　

田
中　

甫　

遠
藤
彩
代

大
森
築
子　

大
森
清
一　

安
藤
司
文　

石
橋
教
弘　

清
野　

量　

山
本
隆
久

俣
野
尚
子

日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
横
浜
長
老
教
会

日
本
基
督
教
団
茨
城
地
区
社
会
部

公
益
財
団
法
人
横
浜
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

公
益
財
団
法
人
神
戸
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

匿
名

災
害
時
支
援
募
金

（
国
内
外
の
災
害
被
災
者
支
援
）

藤
井
初
子　

俵　

恭
子　

青
木
浩
子

中
部
学
院
大
学
宗
教
委
員
会

旭
川
星
光
伝
道
所 

清
水
真
理

東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
ま
き
ば
保
育
園

東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
国
領
セ
ン
タ
ー

公
益
財
団
法
人
神
戸
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

浦
和
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

長
崎
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

エ
ボ
ラ
出
血
熱
対
策
支
援
募
金

中
部
学
院
大
学
宗
教
委
員
会　

一
般
財
団
法
人
名
古
屋
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

手
島
千
景　

静
岡
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

オ
リ
ー
ブ
の
木
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
募
金

野
々
村
耀　

木
村
浩
子　

山
本
貴
美
子　

堀
江
宣
子　

天
野
文
子　

添
野
ふ
み
子　

大
野
康
子　

青
木
浩
子　

滝
澤
美
知
子　

杉
山
知
子　

吹
田　

勝　

小
宮
山　

栄

小
渕
真
理　

山
本
智
子　

山
中
光
子

俵　

恭
子　

月
原
綾
子　

伊
藤
恵
之

沖
縄
伝
道
所 

川
越　

弘

美
唄
め
ぐ
み
幼
稚
園

ル
ー
テ
ル
学
院
中
学
・
高
等
学
校

日
本
基
督
教
団
代
々
木
上
原
教
会

大
阪
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
大
宮
保
育
園

仙
台
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

静
岡
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

一
般
財
団
法
人
函
館
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

公
益
財
団
法
人
神
戸
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

パ
レ
ス
チ
ナ
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
支
援
募
金

浦
和
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

東日本大震災被災者支援募金
本の柱

日本YWCA　東日本大震災被災者支援活動
－女性と子どもの安全と安心のために－

YWCAは、放射線量の高い地域で生
活をしている家族が滞在できるよう、
年間を通じて横浜・名古屋・神戸の3
軒の住居を提供しています。利用者の
方々の負担を軽減するため、交通費の
補助も行っています。

セカンドハウスプログラム

福島市にあるYWCA活動スペース
「カーロふくしま」は、地域に住む女性
と子どもが集うスペースです。
子育て中のお母さんたちのための各種
ワークショップや講座を開催しています。

｢カーロふくしま」

「保養に行きたくても交通費が問題でした。とてもありがたい
支援だと思いました」
「引っ越しを考えないわけではありません。でも、現実的にお
金・仕事・学校・家族・家・お墓のことがあり、決断できず
にいます。だからせめて『保養』というギリギリの選択なの
だとわかっていただきたい」
「マスクを外し、元気いっぱい走り、笑う子どもたちの顔を見
て、機会を与えてくださった方々に心から感謝」

●	利用者の声

「ここに来れば何か心から癒されるかもしれないと期待してきました」
「ここでの出会いが励み。震災後自分の考えがなかなか言えない社
会の中で、ここは特別、解放される」
「ここで講座を受けた後、『自分も人のために何かしたい』と思った。
その後セラピストの資格を取った」
「新しい友達もでき、ワークショップも楽しい」

●	来客者の声

被災によって心と身体に大きなストレ
スを抱えている子どもやお母さんたち
のために、被災地を離れ、楽しい時間
の中でリフレッシュしてもらうプログ
ラムを全国の地域YWCAが実施して
います。

保養プログラム ●	参加者の声
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に
よ
り
、
子
ど
も
時
代
、
誰
も
が
経
験
す
る

小
さ
な
冒
険
や
生
物
と
の
関
わ
り
が
禁
じ
ら

れ
て
い
る
。
福
島
市
の
あ
る
小
学
校
5
年
生

の
女
の
子
は
こ
ん
な
詩
を
書
い
た
。

サ
ル
ビ
ア
の
蜜
が
と
て
も
好
き
な
の
に
、

今
で
は
吸
え
な
い

私
の
中
の
の
う
胞
が
が
ん
に
な
る
の
？

ブ
ラ
ン
コ
に
は
も
う
乗
れ
な
い

前
は
草
原
を
走
れ
た
の
に
も
う
で
き
な
い

除
染
し
て
も
ム
ダ
だ

も
と
の
福
島
を
返
せ

美
味
し
い
モ
モ
や
ナ
シ
を
食
べ
ら
れ
な
い

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
の
野
菜
が

食
べ
ら
れ
な
い

私
は
2
0
1
3
年
と
2
0
1
4
年
の
2
度

に
わ
た
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
足
を
運
び
、
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
被
害
を
受
け
た
子
ど
も
た

ち
の
状
況
を
取
材
し
た
。
長
期
に
訪
問
し
た

の
は
、
セ
シ
ウ
ム
1
3
7
に
よ
る
土
壌
汚
染

が
福
島
市
と
ほ
ぼ
同
レ
ベ
ル
に
あ
る
ジ
ト
ー

ミ
ル
州
北
部
の
町
コ
ロ
ス
テ
ン
。
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
原
発
か
ら
1
4
0
キ
ロ
に
位
置
す
る

人
口
6
万
6
千
人
の
地
方
都
市
だ
。

学
校
に
足
を
運
ぶ
と
、
子
ど
も
た
ち
は
皆

礼
儀
正
し
く
、
一
見
、
日
本
の
学
校
と
変
わ

ら
な
い
。
し
か
し
先
生
に
話
を
聞
く
と
、
子

ど
も
た
ち
の
多
く
は
様
々
な
慢
性
疾
患
を
抱

え
、
健
康
な
子
は
多
く
な
い
と
い
う
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
事
故
後
、
体
育
の
授
業

を
見
直
し
、
3
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
体

育
を
行
っ
て
い
る
。
健
康
な
子
ど
も
は
従
来

通
り
の
授
業
を
受
け
る
が
、
そ
う
で
な
い
子

は
、
無
理
の
な
い
メ
ニ
ュ
ー
に
し
た
り
、
特

別
な
体
操
を
し
た
り
し
て
い
る
。
そ
の
学
校

で
は
、
元
気
な
子
の
グ
ル
ー
プ
1
5
7
人
に

対
し
、
配
慮
の
必
要
な
子
の
グ
ル
ー
プ
は

3
8
5
人
、
特
別
な
グ
ル
ー
プ
は
90
人
。
そ

の
他
、
体
育
を
受
け
ら
れ
な
い
子
が
13
人
い

た
。
事
故
か
ら
28
年
が
経
ち
、
直
接
、
事
故

を
知
ら
な
い
次
の
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
、

幅
広
い
健
康
影
響
が
出
て
き
て
い
る
の
で
あ

る
。こ

う
し
た
子
ど
も
た
ち
に
欠
か
せ
な
い
の

が
、
国
が
実
施
し
て
い
る
「
保
養
事
業
」
で

あ
る
。
健
康
に
課
題
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
は
、

年
に
1
回
か
2
回
、
そ
の
病
気
に
適
し
た
施

設
で
治
療
を
受
け
る
。
キ
エ
フ
郊
外
に
あ
る

保
健
省
の
施
設
で
は
、
1
9
8
6
年
以
来
、

毎
年
約
3
千
人
の
子
ど
も
を
受
け
入
れ
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
の
免
疫
力
向
上
の
た
め
、

投
薬
な
ど
の
西
洋
医
療
だ
け
で
な
く
、
温
熱

療
法
や
、
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
処
方
、
鍼
や
灸

と
い
っ
た
自
然
療
法
に
力
を
入
れ
て
い
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
場
合
、
こ
う
し
た
介
入
的

な
治
療
を
行
う
保
養
の
ほ
か
、
特
に
疾
病
が

な
い
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
保
養
事
業
も
あ

る
。
も
と
も
と
は
旧
ソ
連
時
代
に
実
施
さ
れ

て
い
た
「
ピ
オ
ネ
ー
ル
・
キ
ャ
ン
プ
」
と
い

う
青
少
年
健
全
育
成
事
業
が
ル
ー
ツ
だ
。

「
ピ
オ
ネ
ー
ル
」
と
は
「
パ
イ
オ
ニ
ア
（
開
拓

者
）」
の
意
味
で
、
い
わ
ば
「
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
」
の
ソ
連
版
。
子
ど
も
た
ち
は
3
週
間
、

自
然
を
満
喫
し
た
り
、
伝
統
や
芸
術
に
触
れ

た
り
し
、
様
々
な
可
能
性
を
広
げ
る
。
ま
た

子
ど
も
同
士
で
の
生
活
を
通
じ
、
互
い
の
立

場
を
尊
重
す
る
こ
と
を
覚
え
、
自
立
心
を
育

む
。
親
の
な
い
子
、
貧
困
家
庭
の
子
、
き
ょ

う
だ
い
の
多
い
子
な
ど
、
家
庭
に
課
題
の
あ

る
子
ど
も
が
優
先
的
に
参
加
で
き
る
。
今
の

日
本
で
も
効
果
が
あ
り
そ
う
な
素
晴
ら
し
い

事
業
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
疾
病
の
予
防
と
い
う

意
味
合
い
も
あ
る
。

日
本
に
比
べ
、
す
べ
て
の
面
で
課
題
の
多

い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
。
し
か
し
、
い
く
ら
財
政
難

で
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
た
ち
の
保
養
や
健
診

の
予
算
は
削
減
し
な
い
と
、
政
府
関
係
者
は

口
を
揃
え
る
。
日
本
は
一
体
、
何
の
た
め
に

経
済
的
に
豊
か
に
な
っ
た
の
か
。
度
々
そ
ん

な
思
い
を
抱
い
た
。

福
島
県
の
甲
状
腺
検
査
で
は
、
現
在
、

1
0
0
人
を
超
え
る
子
ど
も
た
ち
か
ら
甲
状

腺
が
ん
が
見
つ
か
り
、
保
護
者
の
間
に
不
安

が
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
政
府
や
県
は

「
日
本
で
は
健
康
影
響
は
認
め
ら
れ
て
い
な

い
」
と
の
一
点
張
り
で
、
必
要
な
対
策
を
怠

っ
て
い
る
。
福
島
県
外
に
至
っ
て
は
、
被
曝

し
て
い
る
事
実
さ
え
認
め
て
い
な
い
。

事
故
以
来
、「
子
ど
も
時
代
」
を
奪
わ
れ

た
日
本
の
子
ど
も
た
ち
。
私
た
ち
大
人
は
一

体
何
が
で
き
る
の
か
。
そ
の
覚
悟
が
試
さ
れ

て
い
る
。　

主
の
言
葉
が
わ
た
し
に
臨
ん
だ
。「
エ
レ

ミ
ヤ
よ
、
何
が
見
え
る
か
。」
わ
た
し
は

答
え
た
。「
ア
ー
モ
ン
ド
（
シ
ャ
ー
ケ
ー

ド
）
の
枝
が
見
え
ま
す
。」
主
は
わ
た
し

に
言
わ
れ
た
。「
あ
な
た
の
見
る
と
お
り

だ
。
わ
た
し
は
、
わ
た
し
の
言
葉
を
成
し
遂
げ
よ

う
と
見
張
っ
て
い
る
（
シ
ョ
ー
ケ
ー
ド
）。」

	

（
エ
レ
ミ
ヤ
書
1
章
11
～
12
節
）

　 

ア
ー
モ
ン
ド
の
枝
に
は
、
日
本
で
み
ら
れ
る
桜
の

花
の
よ
う
な
薄
ピ
ン
ク
の
小
さ
い
花
が
た
く
さ
ん
つ

き
ま
す
。
こ
の
季
節
に
目
を
あ
げ
て
枝
を
見
つ
め
る

時
、
苦
難
の
中
に
花
が
咲
く
希
望
を
持
ち
た
い
と
思
い

ま
す
。
エ
レ
ミ
ヤ
は
「
悲
嘆
の
預
言
者
」
と
呼
ば
れ
ま

す
。
預
言
は
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
苦
労
は
報

わ
れ
ず
、
厳
し
い
言
葉
を
語
り
続
け
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
反
対
者
も
多
く
、
無
理
解
が
彼
の
肩
に
の
し
か
か

り
ま
す
。
激
し
く
こ
の
世
に
抗
う
た
め
の
行
動
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
す
。
何
を
や
っ
て
も
無
駄
だ
と
思
い
、
絶

望
だ
け
が
残
さ
れ
た
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
も
、
甚
大
な
災
害
被
害
を
は
じ
め
、
大

き
な
困
難
を
前
に
し
た
時
、
無
力
感
に
引
き
ず
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
枝
を
、
花
を
見
る
こ
と
が
、
わ
た
し

た
ち
に
示
さ
れ
た
方
法
で
す
。
散
り
落
ち
る
花
び
ら
の

虚
無
で
は
な
く
、
ま
た
来
年
必
ず
咲
く
約
束
を
枝
に

見
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
に
苦
し
く
と
も
、
神
が

見
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
も
、
目
を
そ
ら

さ
ず
に
、
必
ず
咲
く
明
日
の
ア
ー
モ
ン
ド
の
花
、
桜
に

あ
る
希
望
を
携
え
て
い
た
い
と
思
い
ま
す
。渡

邊
さ
ゆ
り

日
本
バ
プ
テ
ス
ト
神
学
校
教
務
主
任
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　2014年8月、福島県の小学生親子11組32人
の保養プログラム（4泊5日）を名古屋学院大学
と共催で実施しました。3回目の「名古屋いりゃあ
せツアー」です。名古屋郊外、瀬戸市の山腹にあ
る自然豊かな大学キャンパスに宿泊し、学生ボラン
ティアが担当家族をサポートしました。広大なキャ
ンパス、一番人気の岩屋堂公園での川遊びも満喫
し、そして名古屋の街へ。名古屋港水族館、名古
屋 YWCA で「 さ
をり織り」体験、
日本語を学ぶ外国
人生徒と一緒に工
作、YWCA会員と
の交流会もある盛
りだくさんなプロ
グラムでした。
　世の中の「福島
はもう大丈夫」と
いう空気の中、参

　「人と対等に、誠実に、また自分自身に正直に、
自信を持って生きていく。攻撃的にならず、卑屈
にもならず、自然な態度で人とつき合う。私たち
一人ひとりがそんな生き方ができるようになりた
い。ありのままの自分をみつめ、気持ちを言葉にし、
お互いに聴き合い認め合う経験を通して、自分自
身を大切にする心を育て、人との関係性を育みま
しょう」という思いを、福島の女性、特にお母さ
んたちに届けたいと考え、YWCA活動スペース
「カーロふくしま」にて、女性のためのコミュニケー
ション講座を開催してきました。
　「ワークショップ形式の参加は初めてです」と言
われる参加者が多い中、いつも和気あいあいとし
た雰囲気で進めることができるのは、皆さんが自
分自身の思いを語れる場を求めていらっしゃるか

加されたお母さ
んたちは、家庭
内でも、また母
親同士でも自身
の不安な気持ち
を話せないと言
われ、このツアー
で同じ気持ちの
方々と知り合えたと喜んでおられました。
　ボランティアは、社会人と学生（他大学の学生
も参加）が一緒に事前研修を重ねました。多くの
学生がボランティア初体験で、不安を胸に参加し
ましたが、子どもたちと手をつなぎ一緒に遊ぶこ
とで、その表情は日々変化していきました。学生
たちは、お母さんたちと話すことで福島の現状を
肌で感じ、人に寄り添うことの大事さを実感した
ことでしょう。

名古屋 YWCA 会員　蓮尾陽子

らだと感じま
す。女性同
士、何を語っ
ても大丈夫
という安心
感が得られ
ていることも
大きな要素ではないでしょうか。自分の思いを伝
えるコツを理解し、「今度、言ってみます」と勇気
を持たれる姿に、毎回感銘を受けています。今後も、
「自分自身の思いを語り合う場」を通して、女性た
ちが元気になることを応援したいと思います。

ウィメンズカウンセリング名古屋 YWCA
フェミニストカウンセラー　増井さとみ

名古屋YWCA　保養プログラム

2014夏「名古屋いりゃあせツアー」

日本YWCA人材養成部主催講座＠カーロふくしま
女性のためのコミュニケーション講座
よりよい関係づくりのために

宿舎の前で全員集合

“いりゃあせ”
名古屋弁で

「いらっしゃい」 Y
W
C
A
の

被
災
者
支
援
活
動

岩屋堂公園で水遊び



枝元さんお手製のアップルクランブル

こ
ぼ
れ
落
ち
る
こ
と
こ
そ
大
切
に
し
た
い

震
災
の
後
、
必
要
だ
っ
た
の
は
落
ち
着
い
て
普
通
に
暮
ら
し

て
い
く
こ
と
で
し
た
。
幸
い
私
の
仕
事
は
料
理
な
の
で
、
生
き

る
こ
と
、
日
常
の
近
く
に
仕
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
怖

い
と
思
い
な
が
ら
も
、
日
常
に
根
を
張
っ
て
、
”美
味
し
く
作

る
に
は
“
”本
当
に
い
い
食
べ
物
は
…
“
と
考
え
て
い
く
う
ち

に
、
ど
ん
ど
ん
土
の
中
に
降
り
て
い
っ
て
、
毛
細
血
管
が
水
滴

を
集
め
、
自
分
の
生
き
て
い
る
と
こ
ろ
に
土
の
中
の
養
分
を
送

っ
て
い
く
よ
う
な
こ
と
。
政
治
や
大
企
業
、
科
学
者
が
上
の
方

で
世
の
中
を
決
め
て
い
く
の
で
は
な
く
、「
私
が
生
き
て
い

く
」
こ
と
は
「
私
か
ら
」
な
ん
だ
、
と
思
い
ま
す
。
大
き
な
こ

と
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
い
く
こ
と
を
拾
い
集
め
、
大
事
に
し
て

い
く
こ
と
に
、
生
き
て
い
く
こ
と
が
あ
る
ん
だ
と
思
う
。　
　

手
の
ひ
ら
で
感
じ
た
安
心
感

震
災
の
時
、
私
は
自
分
自
身
が
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
状
態
か
ら
救
わ
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
被
災
さ

れ
た
方
が
コ
ン
ビ
ニ
の
白
い
ご
は
ん
を
召
し
上
が
っ
て
い
る
時
、

私
だ
っ
た
ら
佃
煮
や
ふ
り
か
け
が
あ
れ
ば
と
思
う
か
ら
、
家
に

あ
る
ゴ
マ
、
わ
か
め
、
梅
干
を
乾
燥
さ
せ
て
ふ
り
か
け
に
し
た

り
、
粉
と
バ
タ
ー
と
砂
糖
が
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
で
で
き
る
ク

ッ
キ
ー
を
作
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
情
報
が
何
も
入
ら
ず
、

暗
い
気
持
ち
と
不
安
の
中
、
人
と
一
緒
に
、
手
を
使
っ
て
、
誰

か
に
食
べ
て
も
ら
え
る
も
の
を
作
る
こ
と
で
、
と
て
も
落
ち
着

い
た
ん
で
す
。
料
理
し
た
こ
と
の
な
い
人
た
ち
も
一
緒
に
、
ク

ッ
キ
ー
を
コ
ロ
コ
ロ
丸
め
る
。
手
の
ひ
ら
で
感
じ
て
い
く
安
心

感
っ
て
す
ご
く
あ
る
な
あ
っ
て
思
っ
た
。
そ
れ
を
被
災
地
の
方

に
作
っ
て
も
ら
い
、
買
い
支
え
よ
う
と
考
え
た
の
が
「
に
こ
ま

る
ク
ッ
キ
ー
」
で
し
た
。
何
か
を
あ
げ
る
の
で
は
な
く
仕
事
を

渡
す
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分
で
立
っ
て
い
く
と
こ
ろ
に
一
緒
に

い
続
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

原
発
事
故
の
後
で

放
射
能
の
こ
と
、
心
配
を
言
葉
に
出
し
ち
ゃ
い
け
な
い
と
か
、

化
学
や
物
理
が
わ
か
ら
な
い
の
に
何
言
っ
て
る
ん
だ
と
か
い
う

雰
囲
気
は
パ
ワ
ハ
ラ
だ
と
思
う
。
事
故
後
、
こ
れ
を
買
う
べ
き

か
ど
う
か
迷
う
と
い
う
声
が
い
っ
ぱ
い
聞
か
れ
ま
し
た
。
他
方
、

福
島
の
生
産
者
は
と
て
も
疲
れ
て
き
て
い
る
。
両
方
に
対
し
て

答
え
が
な
く
、
解
決
で
き
な
い
で
い
ま
す
。
私
も
、
自
分
が
食

べ
る
の
は
い
い
け
れ
ど
、
若
い
人
に
食
べ
て
も
ら
う
と
思
う
と

考
え
て
し
ま
う
。

今
は
、
保
養
に
行
く
と
い
う
こ
と
さ
え
言
え
な
い
人
、「
み

ん
な
帰
っ
て
き
た
の
に
あ
ん
た
は
な
ぜ
帰
っ
て
こ
な
い
の
か
」

と
言
わ
れ
る
母
子
避
難
の
人
、
農
家
だ
け
ど
自
分
以
外
の
家
族

は
み
ん
な
気
に
し
て
い
な
い
人
と
か
、
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
立

場
の
人
が
い
て
。
ど
ん
な
結
論
を
出
す
か
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
、

受
け
入
れ
て
い
く
し
か
な
い
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

日
々
の
暮
ら
し
か
ら
価
値
観
を
変
え
て
い
く

日
常
の
暮
ら
し
か
ら
考
え
て
い
く
こ
と
は
、
や
っ
ぱ
り
強
い

と
思
う
。
あ
る
立
派
な
会
館
の
台
所
で
料
理
の
準
備
を
し
た
と

き
、
使
い
づ
ら
い
だ
け
で
な
く
危
険
を
感
じ
た
。
台
所
を
使
っ

た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
人
が
設
計
し
ち
ゃ
い
け
な
い
と
思
い
ま

し
た
。

私
の
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
も
再
開
発
の
対
象
で
取
り
壊
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
の
だ
け
ど
、
作
っ
て
壊
し
て
と
い
う
暮
ら
し
方

で
は
ダ
メ
。
戦
争
も
同
じ
。
食
べ
物
で
言
え
ば
、
金
持
ち
の
国

が
大
量
生
産
・
廃
棄
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
自
分
が
も
っ
と
得

る
た
め
に
他
人
を
犠
牲
に
す
る
ル
ー
プ
か
ら
抜
け
出
さ
な
い
と
、

自
分
も
幸
せ
に
な
れ
な
い
。
価
値
観
を
変
え
る
に
は
、
大
き
な

こ
と
か
ら
で
は
な
く
、
日
々
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、
迷
い
な
が

ら
先
に
進
ん
で
い
く
感
性
が
必
要
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

世
界
文
化
遺
産
に
な
っ
た
和
食
の
代
表
は
、
高
価
な
懐
石
料

理
で
は
な
く
、
手
作
り
の
お
む
す
び
や
お
味
噌
汁
で
い
い
じ
ゃ

な
い
？
お
金
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
決
ま
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ

こ
か
ら
抜
け
落
ち
て
し
ま
う
も
の
こ
そ
が
、
土
台
を
支
え
て
い

る
と
思
う
。

「
食
べ
て
生
き
る
」
と
い
う
共
通
項
を
土
台
に
、

社
会
と
つ
な
が
る

あ
る
高
校
に
料
理
の
授
業
に
行
き
、
食
べ
た
も
の
を
4
日
間

毎
日
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
、
菓

子
パ
ン
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
が
多
く
て
、
ち
ょ
っ
と
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
裕
福
な
家
庭
は
多
く
な
く
、
生
徒

た
ち
は
皆
ア
ル
バ
イ
ト
し
て
い
る
と
聞
い
た
の
で
、「
君
も
今

日
か
ら
で
き
る
！
」
み
た
い
な
、
買
う
よ
り
安
く
、
簡
単
に
で

き
て
美
味
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
伝
え
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
野

菜
は
化
学
肥
料
や
農
薬
を
使
っ
て
い
な
い
も
の
、
卵
は
一
個
60

円
出
し
て
も
本
当
に
良
い
物
が
い
い
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
高

校
生
た
ち
を
見
て
い
た
ら
、
安
い
の
で
い
い
か
ら
卵
を
目
玉
焼

き
に
し
て
、
と
に
か
く
頑
張
っ
て
、
と
応
援
し
た
く
な
っ
ち
ゃ

う
。
生
き
る
こ
と
は
食
べ
る
こ
と
と
く
っ
つ
い
て
い
て
、
そ
の

人
が
食
べ
て
い
る
も
の
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
そ
の
人
の
生
き

る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
。

だ
か
ら
、
否
定
か
ら
始
め

た
く
な
い
と
思
っ
た
。

主
義
主
張
や
政
治
的
な

立
場
の
違
い
か
ら
人
を
見

て
い
く
と
、
対
立
か
否
定
し
か
生
ま
れ
な
い
。
違
い
を
探
す
の

で
は
な
く
、
食
べ
て
、
寝
て
、
起
き
て
、
働
い
て
っ
て
い
う
共

通
項
か
ら
探
し
て
い
く
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
誰
か
の
正
義

は
別
の
誰
か
か
ら
見
れ
ば
正
義
じ
ゃ
な
い
。
で
も
、
ど
ん
な
こ

と
が
あ
っ
て
も
、
ご
飯
を
作
っ
て
食
べ
て
、
と
い
う
こ
と
を
続

け
て
こ
な
か
っ
た
ら
、
人
類
は
生
き
残
っ
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
。

食
べ
て
生
き
る
、
と
い
う
こ
と
を
土
台
に
、
台
所
の
窓
を
開
け

て
社
会
と
つ
な
が
っ
て
、
自
分
の
感
覚
で
、
そ
れ
っ
て
お
か
し

い
よ
っ
て
、
も
っ
と
言
っ
て
い
い
は
ず
で
す
。

誰
か
が
言
う
「
安
全
安
心
」
に
身
を
任
せ
る
？

誰
か
に
任
せ
て
文
句
を
言
う
社
会
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
が
リ

ス
ク
を
負
っ
て
、
考
え
て
い
く
社
会
に
し
な
い
と
っ
て
い
う
宮

台
真
司
さ
ん
の
言
葉
が
ス
ト
ン
と
落
ち
た
。
任
せ
て
文
句
を
言

う
社
会
は
、
物
質
文
明
、
消
費
生
活
が
始
ま
っ
て
か
ら
の
メ
ン

タ
リ
テ
ィ
だ
な
と
思
う
。
食
べ
物
で
言
え
ば
、
売
る
人
や
政
治

家
は
、
選
ん
で
も
ら
う
た
め
に
「
安
全
安
心
」
っ
て
言
う
か
ら
、

消
費
す
る
側
も
「
安
全
安
心
」
は
自
動
的
に
享
受
で
き
る
権
利

だ
と
思
っ
て
る
。
で
も
生
き
物
だ
っ
た
ら
賞
味
期
限
な
ん
て
関

係
な
く
て
、
自
分
で
匂
い
を
嗅
い
で
、
食
べ
て
ダ
メ
な
ら
口
か

ら
出
す
た
く
ま
し
さ
が
な
い
と
。
自
分
で
感
じ
て
判
断
す
る
リ

ス
ク
を
負
わ
な
け
れ
ば
と
思
う
。

本
当
に
「
安
全
安
心
」
が
欲
し
か
っ
た
ら
、
与
え
て
も
ら
う

の
を
待
た
ず
、
自
分
が
作
っ
て
い
く
こ
と
。
大
根
や
人
参
を
切

り
な
が
ら
、「
平
和
を
作
る
の
は
私
」
と
思
っ
て
る
。
大
根
や

人
参
を
切
っ
て
食
べ
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
人
に
、
考
え
を

委
ね
る
な
ん
て
、
一
番
安
心
で
き
な
い
。

作
る
人
が
食
べ
る
人
の
こ
と
を
想
っ
て
手
で
作
っ
た
物
は
、

失
敗
し
て
も
「
ま
ず
ー
い
！
」
と
気
持
ち
が
動
く
。「
安
全
安

心
」
で
リ
ス
ク
を
負
わ
な
い
こ
と
で
、
気
持
ち
も
動
か
な
く
な

っ
て
い
る
と
思
う
。
で
は
何
が
気
持
ち
を
動
か
す
か
と
言
え
ば
、

1
0
0
万
個
の
意
見
で
は
な
く
、
手
を
使
っ
た
食
べ
物
や
、
一

緒
に
泣
く
こ
と
、
大
丈
夫
だ
よ
と
見
守
っ
て
待
つ
こ
と
。
一
緒

に
食
べ
て
生
き
て
、
共
に
感
じ
る
共
通
項
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
で
し
か
、
人
は
変
わ
れ
な
い
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
写
真
・
構
成　

編
集
部

台
所
の
窓
を
開
け
て

　
社
会
と
つ
な
が
る

料
理
研
究
家
・

枝
元
な
ほ
み
さ
ん

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
料
理
し
な
が
ら
ず
っ
と
窓
の
外
を
見
て
い
る
ん
で
す
。

目
の
端
に
緑
を
置
い
て
お
く
こ
と
が
で
き
て
、

幸
せ
だ
な
あ
と
思
っ
て
」
枝
元
さ
ん
は
、

窓
辺
の
ス
ズ
メ
に
餌
を
や
り
な
が
ら
、

日
々
の
想
い
を
言
葉
に
紡
い
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

料理 研究 家としてテ
レビ・新 聞・雑 誌 等
で活躍。東日本大震
災の被災地を「にこま
るクッキー」で支援す
る「にこまるプロジェク
ト」、生産者と消費者を
つなぐ「チームむかご」
http://mukago.jp/など、
社会的な活動でも知ら
れる。
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「
Y
W
C
A
フ
ェ
ス
タ
i
n
沖
縄
」
は
、

折
し
も
辺
野
古
の
海
で
、
海
上
保
安
庁
が

基
地
建
設
に
反
対
す
る
市
民
に
対
し
て
海

上
や
基
地
ゲ
ー
ト
前
で
暴
力
的
弾
圧
を
繰

り
返
し
、
市
民
に
怪
我
人
が
続
出
す
る
と

い
う
緊
迫
し
た
事
態
の
只
中
で
の
開
催
と

な
っ
た
。

　

基
調
講
演「
憲
法
と
女
性
の
人
権　

沖

縄
で
憲
法
を
考
え
る
」
で
は
、
対
馬
丸
事

件
の
生
存
者
で
あ
る
平
良
啓
子
さ
ん
が
、

幼
い
日
の
壮
絶
な
体
験
に
根
差
し
た
憲
法

へ
の
熱
い
想
い
を
語
っ
た
。
生
き
る
知
恵

と
逞
し
さ
に
あ
ふ
れ
た
平
良
さ
ん
の
話
に
、

一
同
大
い
に
励
ま
さ
れ
た
。

　

フ
ェ
ス
タ
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
は
、
平
良

愛
香
さ
ん
作
詞
作
曲
の「
ミ
ル
ク
世ユ　

チ

ュ
ク
ラ
ナ　

ウ
チ
ス
リ
テ
ィ
」
だ
っ
た
。

「
人
々
が
豊
か
に
平
和
に
暮
ら
せ
る
世
の

中
を
み
ん
な
で
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
こ

う
」
と
歌
う
。
全
国
、
そ
し
て
海
外
か
ら

集
ま
っ
た
1
0
0
名
を
越
え
る
参
加
者
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
初
か
ら
最
後
ま
で
、
こ

の
歌
詞
に
心
を
合
わ
せ
て
繰
り
返
し
歌
っ

た
。

　

2
日
目
の
朝
は
日
曜
礼
拝
で
始
ま
っ
た
。

那
覇
新
都
心
キ
リ
ス
ト
教
会
の
岡
田
富
美

子
さ
ん
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
辺
野

古
で
基
地
建
設
に
反
対
す
る
市
民
と
共
に

の
コ
ー
ス
に
参
加
し
た
。
ガ
イ
ド
は
、
辺

野
古
の
埋
め
立
て
に
抵
抗
す
る
た
め
、
カ

ヌ
ー
で
海
に
出
て
い
る
川
上
佳
子
さ
ん

（
沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
職
員
）。
住

宅
街
の
ど
真
ん
中
に
位
置
す
る
世
界
一
危

険
な
普
天
間
飛
行
場
、
広
大
な
嘉
手
納
基

地
、
そ
し
て
ジ
ュ
ゴ
ン
が
回
遊
し
、
貴
重

な
サ
ン
ゴ
礁
の
生
態
系
が
残
る
大
浦
湾
辺

座
り
込
み
、
現
実
の
只
中
で
私
た
ち
に
出

会
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
の
恵
み
を
熱
く
語

っ
た
。

　

フ
ェ
ス
タ
で
の
学
び
の
中
心
は
、
何
と

言
っ
て
も
、
3
つ
の
グ
ル
ー
プ（
沖
縄
の

歴
史
と
文
化
・
基
地
問
題
・
教
科
書
採
択

問
題
）
に
分
か
れ
て
行
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
だ
っ
た
。

　

沖
縄
の
歴
史
と
文
化
の
グ
ル
ー
プ
は
、

琉
球
文
化
研
究
所
の
後し

い

多た

田だ

敦
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
た
。
独
立
し
た
国
際
的
立
場
を

も
ち
、
女
性
が
宗
教
的
な
指
導
者
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
琉
球
の
文
化

が
、
ヤ
マ
ト
に
よ
る
侵
略
と
併
合
の
歴
史

の
中
で
変
え
ら
れ
て
き
た
経
緯
が
語
ら
れ

た
。
沖
縄
は
、
先
の
戦
争
中
、
国
内
で
唯

一
地
上
戦
が
行
わ
れ
た
場
所
で
あ
り
、
今

日
も
在
日
米
軍
基
地
の
74
%
が
沖
縄
に
集

中
し
て
い
る
。
沖
縄
が
こ
の
よ
う
な
犠
牲

と
負
担
を
押
し
付
け
ら
れ
て
き
た
背
景
に

は
、
そ
れ
以
前
か
ら
の
歴
史
が
あ
る
。
首

里
城
で
の
琉
球
舞
踏
観
賞
、
伝
統
楽
器
の

紹
介
な
ど
、
充
実
し
た
コ
ー
ス
の
最
後
に

は
、
三
線
の
奏
者
で
も
あ
る
望
月
智
牧
師

（
日
本
基
督
教
団
志し

真ま

志し

伝
道
所
）
に
案

内
さ
れ
、
嘉か

数か
ず

高
台
よ
り
普
天
間
基
地
を

展
望
し
た
。

　

参
加
者
の
お
よ
そ
半
数
は
、
基
地
問
題

野
古
を
訪
れ
た
。
湾
に
は
海
上
保
安
庁
の

船
団
が
陣
取
り
、
人
々
は
小
さ
な
カ
ヌ
ー

に
乗
っ
て
抵
抗
し
て
い
る
。
キ
ャ
ン
プ
・

シ
ュ
ワ
ブ
の
ゲ
ー
ト
前
に
は
沖
縄
だ
け
で

な
く
全
国
か
ら
多
く
の
人
々
が
集
ま
り
、

緊
張
の
連
続
の
な
か
で
抗
議
と
監
視
の
座

り
込
み
を
続
け
て
い
る
。
辺
野
古
の
海
を

護
る
闘
い
は
、
今
や
24
時
間
体
制
と
な
っ

て
い
る
。
福
島
Y
W
C
A

か
ら
の
参
加
者
と
フ
ィ
リ

ピ
ン
Y
W
C
A
か
ら
の
ゲ

ス
ト
が
、
マ
イ
ク
を
持
っ

て
応
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

語
っ
た
。
16
時
に
な
る
と

そ
の
場
に
い
た
人
々
が
立

ち
上
が
り
、
手
を
繋
い
で

大
き
な
輪
を
作
っ
た
。

「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」

を
歌
い
、
オ
リ
オ
ン
ビ
ー

ル
の
曲
に
合
わ
せ
て
両
腕

を
高
く
振
り
挙
げ
元
気
に

踊
っ
た
。
ど
ん
な
時
に
も

沖
縄
の
人
々
は
歌
い
踊
る

こ
と
を
忘
れ
な
い
。
苦
難

の
歴
史
を
貫
い
て
、
そ
し

て
現
在
の
緊
迫
し
た
状
況

の
中
で
、
諦
め
ず
、
自
棄

に
な
ら
ず
、
不
屈
の
精
神

で
闘
い
続
け
る
そ

の
力
の
源
に
は
、

琉
球
の
歌
と
踊
り

が
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

3
つ
め
の
グ
ル

ー
プ
は
、
琉
球
大

学
教
育
学
部
准
教

授
の
山
口
剛
史
さ

ん
の
講
義
で
、
八

重
山
地
区
の
中
学

校
社
会
科
教
科
書
の
採
択
問
題
に
つ
い
て

学
ん
だ
。
八
重
山
で
は
、
教
職
員
組
合
が

中
心
と
な
っ
て
、
歴
史
修
正
主
義
系
の
教

科
書
を
推
進
し
た
石
垣
市
教
育
委
員
会
に

対
し
、
教
科
書
採
択
の
方
法
や
教
科
書
の

内
容
を
問
う
運
動
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。

元
は
竹
富
町
の
教
師
で
あ
っ
た
山
口
さ
ん

か
ら
は
、
教
育
や
政
治
に
対
す
る
離
島
の

価
値
観
や
教
育
現
場
の
実
情
な
ど
も
交
え

た
、
実
感
の
こ
も
っ
た
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
た
。
講
義
の
後
、
首
里
城
の
第
32
軍

司
令
部
壕
跡
、
糸
満
市
の「
沖
縄
県
平
和

祈
念
資
料
館
」
を
見
学
し
、
沖
縄
戦
の
真

実
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
参
加
者
か
ら
は
、

い
か
に
歴
史
が「
選
択
」
さ
れ
、
解
釈
や

言
い
回
し
で
事
実
が
変
え
ら
れ
て
い
く
の

か
を
学
ん
だ
と
い
う
感
想
が
聞
か
れ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
有
意
義
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
か
ら
戻
り
、
夜
の
交
流
会
で
は
伝
統

音
楽
や
ラ
ッ
プ
な
ど
、
沖
縄
の
音
楽
と
踊

り
を
満
喫
し
た
。
三
線
の
音
や
、
琉
球
横

笛
と
ギ
タ
ー
の
共
演
に
心
奪
わ
れ
た
。
リ

ズ
ミ
カ
ル
な
演
奏
に
合
わ
せ
て
、
こ
こ
で

も
み
ん
な
で
賑
や
か
に
踊
っ
た
。

  

最
終
日
、
参
加
者
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の

想
い
を
布
に
綴
っ
て
繋
げ
、
一
つ
の
大
き

な
円
を
作
っ
た
。
今
ご
ろ
は
、
辺
野
古
の

基
地
境
界
の
頑
丈
な
フ
ェ
ン
ス
の
上
に
、

は
た
め
い
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。「
命ぬ

ち

ど

ぅ
宝（
命
こ
そ
宝
）」
の
行
動
に
、
各
地
の

現
場
で
連
な
っ
て
い
く
と
い
う
平
和
へ
の

決
意
を
胸
に
、
散
会
と
な
っ
た
。

��

編
集
部

沖縄の音楽に合わせて踊る参加者たち

キャンプ・シュワブのゲート前で輪になって歌う

首里城守礼門前でフィリピンYWCAの皆さんと

2015 2.14〜2.16

沖縄で会いましょう、
今の沖縄、
過去の沖縄、
そして今の日本に

　基調講演をはじめ、各プログラムの講師の方々の多
大な準備と協力のおかげで、沖縄を知ろうとする熱意
にあふれた参加者は、「今の沖縄、過去の沖縄、そし
て今の日本に」出会うことができた。深くて豊かな学
びの場の提供によって、皆の連帯が強まっていったと
思う。若い人たちの活躍も目立った。
　沖縄で今日の政治や基地を取り巻く状況について考
え、女性や子どもが安心して生きられる社会の創造の
ために連帯する、そしてそのために世代を超えて働く
ボランティアのリーダーシップを養成するというフェ
スタの目的は、心を込めて受け入れてくださった沖縄
の方々と参加者の皆さんの力で、果たされたと思う。
心から感謝したい。

YWCAフェスタ実行委員長　東京YWCA会員
　長澤幸江

テーマ

沖縄in

YWCAフェスタ 


